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共に生きる＜共生と協働＞ 
 
人と自然が支えあい、地域が自
らの意志と責任で行動する行政
との協働のまちづくり 

第２次菊川市総合計画策定に伴う「理念」の検討 

 

 

１．まちづくりの理念 

 

   第１次菊川市総合計画に掲げる「まちづくりの基本理念」については、合併時の「小笠

町・菊川町新市将来構想」で掲げたまちづくりの理念を継承しています。 

   また、県内各市や２層構成参考自治体のまちづくりの「理念」と「将来像」をまとめた

参考資料を参照してください。 

 

 【第１次菊川市総合計画に掲載される「まちづくりの理念」】 

  ＜経緯＞ 現行の総合計画に掲載される、３つのまちづくりの理念、「共に生きる」「自らを拓く」

「未来へ歩む」については、平成15年度に「小笠・菊川町任意合併協議会」において定

められたものになり、新市におけるこれからのまちづくりのための原理、原則、精神的

支柱などの意味で掲げられたものになります。合併後より策定された第１次菊川市総合

計画では、この「まちづくりの理念」を継承しています。＜平成15年度＞（裏面参照） 
 

市民と豊かな自然環境が共生し、市民と行政が互いの役割
分担を認識し、顔の見える関係を保ちながら協働するまちづ
くりを目指します。 
そのため、地域が自らの意思と責任で行動し、互いに協調・

協力して地域のために活動することを重視します。 

 
安心して暮らせることはもとより、特色がある魅力的なま

ちづくりを目指します。 
そのため、市民が生涯学習や幅広い分野での交流を実践し

て、自らのより豊かな知恵と創造を拓くことを重視します。 
 

 
ふるさとの「よさ」を再発見し、誇れる資源を活かし、長

い歴史の中で受け継がれた伝統文化や形成された技術をたた
え、継承し、新たな発展を加えて、未来に向かって確実に進
歩することを重視します。 
 
 

 

「まちづくりの理念」については、まちづくりを進めていく上での基本的・骨幹的なも

のになるため、事務局としては、市がまちづくりを推進していく道しるべとなる「まちづ

くりの理念」が、総合計画の期間で毎回変わることは、好ましくないと考えており、市が

誕生した時に考えられたまちづくりの理念を継承していくことが理想と考えています。 

自らを拓く＜自立と交流＞ 
 
生涯学習や幅広い分野の交流に
より自らの豊かな知恵・創造を
拓くまちづくり 

未来へ歩む＜継承と発展＞ 
 
伝統文化や技術を評価・継承し
未来に向かって確実に進歩する
まちづくり 
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（裏面） 

＜出典：小笠町・菊川町新市将来構想より（３㌻）＞ 

 

 


